
ポイント

できる。

3 電気ポイン卜 市内11L"IIに

使用されているもので，外観は写

n-6 に示すとおりで，結線図は図

-19 のように真空管タイマ ーを使

用して，従事自身で制御するよう

にしたものが近年脱んに使用され

ている。電動織は十回， 単相. 100 

Vでその構造は図ー 20 に示す。す

なわち111動僚の回転を減速歯車に

よ って主刺lに伝え， これにねじで

合う可動ア ー ムを昇降させる。こ

の可動アームの上段下段には各 2

flblずつのスプリングがU字型昇降 写n-4 三枝ポイント

~唱lを案内梓(かん)として上下に汚るから， 可動ア ー ムが運動を

起せばスプ リ γ グの 1 組は圧紛され. U字型降制lは圧縮方向に

移動する。 ト ングは直角レパーと連絡されているから.U字型

昇降刺lの巡動方向により左右いずれかに動かされ， ト ソグが軍吉

野したときにはU字型昇降雨hは運動を停止する。しかし可動ア

ームは転換総によ っ てモー ターの回路がIJ flかれるまで迎1めを継

統するからスプリソグ 20 電

亡は圧総力が宅~fi'(され

トゾグの密着力は地大

する。スプ リングが十

分にきいて(約 200 kg)

轍叉(てっさ)の密着が

完全になったとき，可

動ア ー ムに巡回Jせる調

経緯が動作して電動機

の回路が切れる。もし

故障の場合は継手のと

ころで切縦し， 枠をt市

入して手励で操作でき

るようにしてある。特

長は電気を使用してい

る部分が地上にあり 絶

縁保持が楽であること ，

í1?iJ作がスム ー スでトン

グレーノレの傷仰がない，

したが って騒音を発し

ないことである。1RiJ作

11寺分は l 秒 くらいで完

了する。つぎに真空管

タイマを説明すると，

図ー19 で只空管 35 L 6

GT が三極管に接続さ

れてあり，プレートに

写真-6 電気ポイ γ ト
写真-5 簡易電気ポイ γ ト

はプレート コイノレ C，を通して . AC 100V を加えてある。 グリ

ッ ド回路には C，のコンデンサーおよび加変ま抵抗 r より成るタ

ンク回路があり ， 川主ロー タ リ ー スイッチの接点を経て AC100

Vの一端に接続している。そして r の値は ロ ータリースイッチ

により決められる。 35 Z 5-GT には接点 Y および抵抗 r を経て，

またカソ ー ド側には AC 100 V の他端に接続されている。電源

に AC100V が加えられると ， 各ヒラメントは点火する。しか

るに 35 L 6-GT のグ リドバイアスは宋であるので，プレート回

路には tp なるプレ ート 電流が流れる。この tpに よりプレートリ

レーが動作すると ， 接点Xが閉じられるのでロータリースイッ

チのマグネッ ト コイルに電流が流れる。ロータリースイッチの

気 ポイ Y ト併進図

言
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